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私の存在の理由は…（ピリピ1:23-24）
　
クリスチャンの本当の意味での成功というのは、どういったものなのでしょうか。成功ある人生のためには、何が必要なのか。それにはいろいろな意見、見解などを持っていらっしゃるでしょうが、成功のための絶対的な問いかけ、質問と答えがあります。それは、自分はなぜ生きているのか。何のために生きるのか。自分の存在の価値は、いったい何なのかという質問とそれに対して正しい答えを持つということです。たとえ今、厳しい状況であっても、ものすごく不利な条件な方であっても構いません。この質問があり、それに対しての正しい答えさえしっかり持っていれば必ず勝利すると信じていただきたいと思います。もしこの質問に対して何の答えもない、何となく生きるという人は、その人の人生は無意味なものになります。そして、何か答えがあるのですが、聖書が教えている神様が望まれる本当の意味での価値ある答えではない、間違っている答えの場合は、その人の人生がどういう形なのか、どれほど頑張るのかなどと関係なく、間違っている人生を生きるしかありません。それほどなぜ生きるのか、その人生の存在の理由というものは、人生そのものの根本の方向を動かす、左右するとても重要なテーマになるわけです。
例えば、ゴールがしっかり見えていて、それに向かって挑戦することと、ゴールがまったく見えないのに、どうすればゴールにたどり着けるか、早く行けるかということで苦労したり調整するとしましょう。どちらが早くなるでしょうか。また、どちらがきれいにまとまるようになるのでしょうか。言うまでもないわけです。ですから、今、何をどのように頑張るかの前に、何のためにそれをやるのか。なぜ自分は今、この時代に生まれて生きているのか。なぜ自分は病弱なのか。なぜ経済的に困窮しているのか。そのすべてに対して答えをしっかり出さないといけません。特に、クリスチャンはその答えが変わっているものだし、また正解を持つ特権を持っている存在です。皆さんから始まるものなのです。そのためにはまず私たちが考えないといけないのは、今までその人がどんな人間だったのかということとは関係ありません。この世に生まれて来た人間であれば、今までなんらかの理由をもってここまで歩いてきたと思います。それを一からすべてを語ろうとすると、たぶん人生が終わるときまで時間がかかると思います。でも、だいたい大雑把に考えても何らかの理由がありますが、その第一が何かといいますと、生まれてから自分の意志とは関係なく、この世が作り上げた理由というものがあります。この世が人生生きる理由はこういうものだ。このことのために生きるべきなのだというように作り上げたものがあるのです。その代表的な内容が、幸せになるために、幸せのために人生はあるものなのだ。それであなたは生まれてきたのだ。だから、幸せを手に入れるために頑張るのだ。これが生きる理由です。そして、その幸せのために、何が一番の材料になるかというと、経済ということで豊かになれば、裕福になれば幸せになるだろうということで、生きる理由がより裕福に、より贅沢するために、より豊かになるために生きる、それが世の中で思われている、言われている生きる理由です。別に悪いとは思いません。でも、間違いなく形はいろいろ違いますが、そのような理由をもって皆今も生きているし、私たちも実はそのような理由、そういう目標に向かって人生を歩いて頑張ってきたのではないでしょうか。それがうまくいったのかどうかは、また別の話です。
それから、幸せになるためには、他の人より上に立つ、つまり、成功を目指して人生は生きていくものなのだ、成功のために人生はあるものなのだ、そこに幸せがあるからと世の中では教えているし、そういうメッセージを発するところです。それで私たちは世とともに歩いてきた者なので、そういった理由を抱えてそれぞれの人生を歩き頑張って来たと思います。そして、そのような中で自分が作りだした生きる理由というものがあります。その一つが何かというと、自分が気づいているかどうかは別にして、自分なりに小さい頃に受けた傷というものがあります。例えば、お金、経済の面による傷があるものは、その傷の反動で金持ちになること、お金に困らないこと、それを人生の目標にして頑張る場合があります。その傷というものが理由になって、傷の反動が生きる最高の理由、目標になる場合があります。自分が作りだすのです。自分の方から生まれてくるものです。私の場合は、家庭環境などが自分なりに考えたときによろしくなかったので、何となく自分の中では、これから大きくなると、大人になるとこういう人間になろう、こういう人生を歩こうというのがありました。暖かいアットホームを作ろうではないか。それが自分の人生のどこか本音の方にある目標だったのです。それぞれ意識するかしないかは別に、それぞれなんらかの傷というものを負うようになり、その反動の方を人生を生きる理由にするわけです。これはテレビの刑事ドラマなどでよく見られる場面ですが、何かのことで復讐すること、復讐の思いをもってそれが生きる原動力になり、それであらゆるものを耐えて頑張るわけです。最終的に復讐を果たすようになったときには、もう生きる理由が無くなったのでこれでおしまいにしようとなる場合があります。それはもちろん犯罪です。でも、ドラマではそれらをものすごく感動的に描くのです。犯罪は犯罪なのですが、こういう理由があってとそこに同情を持つようにします。でも、その人は実は、刑が終わったとしても生きる理由を見つけないといけません。今まで復讐のために生きてきたわけですから。そのようにそれぞれいろいろな理由がある中で、自分なりに自分の方から生まれてきた生きる理由というものがあります。学校で教えられ、常識的に考えて建て前の方では、こういう理由があると言っていても、本人が意識するかしないか関係なく、本音の方には本当は別の理由を抱えて生きるのです。それが世の中の人々の人生であり、私たちもそういう中で生きてきました。言葉が少し荒いかもしれませんが、なんらかの欲望にかられて、また野望を抱えてそれを達成するために生きる。その内容は立派な内容もあるし、そうではない内容もあります。でも、とにかく何かの欲望があり、それを成就させるために生きる。それが生きがいであり、また生きる理由になる場合があります。そして、ある人は自分が好きなもの、好きなこと、それを邪魔されずにやるだけやりたいということで、その人の嗜好が生きる理由になる場合もあります。そういう中でとても立派な理由を見つけ出して、それを生き甲斐にして生きる場合もあります。大きく申し上げまして、この社会のために貢献して生きていきたい。立派な理由ではないでしょうか。あるいは、困った人のために、厳しい立場に置かれている人々のために、差別を受けている人々のために、私は人生を生きていきたいという人もいます。最近、テレビのプログラムではそういうものがたくさんあります。ものすごく日本から遠く離れている国に、何でこんなところに日本人が来ているのかというところを苦労しながら探して事情を聞いてみると、実は貧しい子どもたちのために、その国の何かのために、またその人の人生の裏には波乱万丈の人生があってそこまでたどり着くようになったといった話があります。とても立派な理由ではないでしょうか。皆、普通に求めている富や人間的な肉体的な楽、幸せなど全部犠牲にしながら、他の困った人のために人生を生きるという人も少ないけれどもいるのです。とても崇高な理由だと思います。また、ある人は、そんな規模は大きくなくても、自分の家族のために、子どものために生きる人がいます。昨日も見ました。シングルマザー、反抗期の子ども三人も抱えて、しかし、その子どものために何事でも私はできると言います。11年前に離婚して一人になって、でも、子どものために生きる。それが生きがいであり、すべてに耐えていく原動力になったのです。なんと立派なお母さんでしょうか。尊い理由ではないでしょうか。ほとんどの人が自分の子どものために、あるいは家族のためにといろいろな理由を抱えているのでしょうが、人それぞれいろいろ事情は違います。そういう厳しい中で家族のために、あるいは子どものために、親のためにという理由、目的をもって犠牲を払いながら頑張る立派な理由を抱えて生きる人もいます。今までそういった良い意味ではそのような理由で生きてきたかもしれません。
それから、その反対に何となく、もうちょっと悪い表現で申し上げると理由がないのです。生きる理理由がひどい表現でしょうが、死ねないから生きるのです。もうちょっといい意味では、今、命を与えられて息をしているから、生きているから生きる。そこに特別な理由などは設けないという主義の人もいます。そうすると、流れに乗って軸がありません。その都度、その都度、それに沿って、それに合わせて、まあまあという感じで生きる人もいます。何かのためにというのは毛頭、頭の中にありません。そのようななんとなく人生を生きるという人もいます。私たちは、今までだいたいこういうことで人生を歩いてきたのではないでしょうか。それでうまく行ったのかどうかは人それぞれでしょうけれどもそういうことでした。それが崇高な理由であれ、立派な理由であり、あるいはでたらめな理由であれ、どんな理由であれ、それが本当に尊い価値ある人間が生きる存在の理由になるものなのでしょうか。クリスチャンの私たちは、そこをしっかりと吟味して改めないといけません。そのために元々の人間がどんな存在なのかを理解しないといけません。ご存知のように、元々の人間は動物ではありません。進化してこうなったわけではありません。最初から価値ある存在、神のかたちとして造られたものです。つまり、神様がともにおられる唯一の存在、霊的な存在でありながら肉体を持っている唯一な被造物だったのです。その神のかたちという存在そのものが何を意味するかと言いますと、人間そのものは、最初に神様によって造られたときに、存在そのものが幸せなもの、祝福の存在でした。何をどうするか、どのように満たされるかは関係なく、存在そのものが幸せなものでした。どれほどの存在だったのかというと、神のかたちというのは、神様の代理です。この万物をもって神様の代理になって、そして、目的は神の栄光を現すことです。それが人間の価値であり、人間の存在の最初の理由でした。私たちはそういうことをさっぱりわからないまま生まれてここまで生きてきましたが、聖書は私たちに教えているし、またクリスチャンの私たちは正しく聞きいれられるいのちあるものになりました。人間が存在する意義、存在の目的、理由というものは、最初からあいまいではなくいろいろあったわけではありません。一つに絞られて明白でした。神の栄光のために生きる者です。神の栄光を現す万物をもって神の代理になってそれを治めつつ、神の栄光、神様がどれほどすばらしい方なのかを現し、その御名をほめたたえて賛美をささげること、これが人間本来の生きる理由です。存在の理由でした。そして、そのために神様は人を祝福されたのです。その目的のゆえに。人間そのものが幸いな存在、幸せなものだったので、人間を祝福されました。あなたは神のかたち、幸せなものなので、「生めよ、増えよ、地を従えよ。地を這うすべてのものを支配せよ」それが神の栄光を現すことです。つまり、人が生きる理由、存在の理由は、神から与えられたものであり、それ自体が祝福です。神様は祝福されました。このような理由で生きなさいというのが、神様からの祝福であり、指示であり、与えられたものです。つまり、人間が生きる理由、存在の理由は、神の祝福であり、神様から与えられたものです。それが最高の価値ある人生であり、結局、この万物の中で征服者として、万物の霊長として生きることが生きる理由でありました。そして、先ほども申し上げましたが、これが人間に与えられている唯一の祝福です。他の動物には生きる目的、理由など存在しません。生きる理由が存在するというのは、人間だからこそ成り立つものであり、神様から幸せな祝福なものだから与えられた祝福の中の祝福なのです。何がでしょうか。生きる理由、神の栄光を現して、神の栄光のために生きるということが人間の特権なのです。それが人が生きる理由でした。
そして、その理由のために、神様は方法もすべて備えて与えられました。その方法は、そのためにまことの安らぎ、安息を与えられて、その安らぎ、平安を味わいつつ、神の栄光を現すことになるわけです。安息は、神様を信じる信仰です。何も人間の能力によって、それが左右されるものではなくて、信じることによって、安らぎを味わうことによって、この目的を全うすることができる。それとともに、それをともに成し遂げることができるパートナー、助け合う人を用意してくださいました。これが目的を達成するための方法なのです。それをコミュニティーと言います。共同体と言います。ひとりでやるものではなくて、助け合いながら同じ志を持っている人が、力を合わせて神の栄光を現すようになる。そのために世界に流れる4つの川、エデンの園、食べるものすべてを備えて、つまり、完璧に備えられて神の栄光を現しなさいとおっしゃいました。だから、神の栄光を現すということは最高の価値ある目的であり、苦労でも負担でもありません。味わうことであり、喜びであり、最高の希望になるものです。それが本来の人間であり、人間が生きる理由でした。それが人間です。しかし、ご存知のようにサタンにだまされて、神に罪を犯すことによってこのすべてが全部崩れていくようになります。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることはできず。その結果、自分なりには崇高な理由もでたらめな理由も様々な根拠ある理由をもって人生生きるようになりましたが、この本来の人間の祝福と生きる理由を全部失った結果、生まれたものが、先ほど申し上げました生きる理由なのです。その内容が立派なのかでたらめなのかを言う前に、根本的に本来の人間そのものが崩れてしまった結果、神様から離れてしまった結果、生まれてきたものなのです。ですから、残念ながらどんなに崇高な立派な理由であっても、それは本来、人間が生きる理由にはならないものなのです。理由ではありません。家族のために生きるというのは当たり前で、とても尊い理由でしょうが、それが人間が生きる理由に当たるものではありません。社会のために困った人のために生きるというのも、実は人間が生きる本来の理由ではないのです。そこをクリスチャンはしっかりしないといけません。自分に才能があるからその才能に花を咲かすこと、それはもちろん当たり前でしょう。それはいらないということではありませんが、理由にはならないのです。存在の理由に当たるものではありません。つまり、私たちがどんな形であれ生きる理由をもってここまで歩いてまいりました。しかし、どんな理由であれ、それは神を離れてから生まれてきたものなので、人間本来の生きる理由とはかけ離れているものであり、生きる理由にはなりません。存在の理由とは言えないものです。そこをまず吟味してキャッチしないといけません。それで神様は、私たちを愛してこの祝福を回復するためにキリスト、イエスを送ってくださり、イエス・キリストが十字架で罪人である私たちの身代わりとなることによって、私たちはこの世から救い出されました。今まで申し上げました理由でしか生きることがない世から救い上げられて、神の子どもとなり神のかたちを回復することになりました。それを信者、クリスチャンと言います。だから、クリスチャンは生きる理由が変わるわけです。本来の理由を回復しないといけません。実は回復されているわけです。だから、まずクリスチャンの生きる理由を探るためには、自分自身がキリストによって神から離れてしまった罪あるこの世から救い出された者、回復されているものだという自覚が求められます。Ⅱコリント5：17には、以前のものは過ぎ去り、すべてが新しくなった。そこで存在そのものが新しくなっただけではなくて、生きる理由も含めて全部が新しくなるわけです。Ⅰコリント3：16、あなたがたは神の霊が宿っている神殿であることを分かっていないのか。だれでもイエス・キリストを信じる者は、その人の外見、能力、過去と関係なく、聖霊が宿る新しいものに作りかえられます。そして、エペソ1：3、その瞬間、天にある霊的なすべての祝福を全部いただいて祝福されているもの、愛されているもの、幸せなものに作りかえられます。そして、いつ死んでも天国に行けるようにピリピ3：20に書いてあるように永遠の天国が保証済みのものです。そのように新しく作り変えられたのです。つまり、幸せになるために生きるという理由は、私たちには当てはまりません。もう幸せになっているわけですから。私たちに残っている理由は、神の栄光を現すためなのです。しかし、今は神の栄光を現すというのは何なのでしょうか。そのために回復されている、救われて幸せになっている信者の目でこの世を見ないといけません。この世はいろいろな模様がありますが、実は根本的に創世記3章の原罪に捕らわれて、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものであると言われるしかない悪魔に属しているところであり、その結果、エペソ2：1-3に書いてあるように、魂は死んでしまい生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、実は世の支配者、空中の権威を持つ支配者、サタンに従って世の流れに流されて、結局は地獄に行くしかないところです。先週も申し上げましたように、発展や成功やどんな変化があろうが、この世はキリストの他には希望がないところです。そこで私たちは先にキリストによって救い出されて回復されて幸せなものになり、天の御国の希望を持つ存在になりました。

ですから、クリスチャンの存在の理由は、神の栄光を現すものですが、そのためには今までの生きる理由、それがどんな内容であれ存在の理由そのものを改めないといけません。本音の部分では傷をいやすために、本音の部分では家族のために、本音の部分ではお金のために、いろいろな理由がそのまま捕えていて、建て前では神の栄光のためにという、それは通用しません。まず、サタンがだまされません。だから、まず、クリスチャンの存在の理由のためには、本当の意味での悔い改めが必要です。今まで自分が生きる理由、存在の理由としていたもの、もう一度言います。それがどんな内容であれ、立派であれ、崇高な内容であれ、でたらめな内容であれ関係なく、その理由すべてを全部捨てることです。それは私が生きる理由ではありません。存在の理由ではありません。そして、世が作り上げた理由でもない、自分から生まれた理由でもない、立派な崇高な理由でもない、でたらめな理由でもない神の理由、それが私の存在の理由になります。それを言わば天命と言います。その理由は、先ほども申し上げましたように、神の栄光のために栄光を現すことなのですが、今は神の栄光を現すことは、暗やみに覆われているこの世を見たときには、そこに神の国が臨まれることです。神の国が臨まれるのはいつなのかというと、イエスがキリストだと本当に本音から信仰告白する時です。つまり、誰かがイエスはキリストだよ、キリストの他には希望がないのですが、イエスがそのキリストなのだよ。何もいらないよ。信じればいいという話を伝えてあげないといけないのです。それを伝道と言います。伝道によって暗やみの力が砕かれて、神の国が臨まれるようになるのです。それが神の栄光を現すことです。つまり、それがクリスチャンの生きる理由、存在の理由です。それこそが最高の理由であり、また他の人にはまねることができない、他のどこでも見ることができない唯一の理由です。パウロは今そのことを告白しています。私は死んで天国に行くことはずっと優っていることだ。私には生きる理由がない。もう救われて天の御国のものなのだから。この世に未練などありません。この世の何かのために生きるということは、もう次元的に私とは関係ありません。私は見たのです。イエスはキリストです。永遠の世界を見たのです。それが私のものなのです。イエス・キリストを信じることによって永遠いのちをいただき、神様が永遠に私とともにおられる尊い神の子どもに作りかえられた。私は何もいらない。しかし、一つの理由、この肉体にとどまるのは、この地上で生きる理由が福音宣教、伝道のためであれば理由になる。それ以外には理由はないのだという告白の内容が、今日の聖書の箇所です。パウロは実にその宣言通り、そのような人生を全うしました。最後は、キリストを宣べ伝えつつ、死などは全く恐れない殉教をされて、伝道のために殺されて天の御国に迎え入れられたのです。これが理由です。イエスがキリストだという信仰告白と、私が存在する理由は、この世にキリストを伝えて神の国を建てることだという告白と一緒にならないといけません。これが一緒なのに、裏表なのに、これがくっつくまで一生かかる場合もあるし、一生かかってもくっつかない場合があります。そうすると、本当の意味での神の答えは中々、見られません。そういう状態でどうすればいいか。どれほど頑張ればいいか。何が足りないかということをついつい探し求めるのですが、そうではありません。もうすでにイエス・キリストによって私たちを完璧に救われて神の子どもになりました。存在そのものが変わっているのです。ですから、残りの課題は、生きる理由を変えるというよりは、生きる理由が変わっているのですがそれを発見して本音の方から認めることです。
　

前にも一回お話ししたと思います。大学の行政学部に通っていたクリスチャン大学生がキャンプの時に質問されました。「なぜそのことを専門に勉強しているのか」「私は公務員の世界を改革するために、それが日本が正しく進むための唯一の方法だと思います」。一理あると思います。最近のニュースなど見るとそう思います。それで牧師が聞きました。「立派な志しなのですが、そうするとあなたのような志をもって勉強して大学を出て公務員の世界に入った人は結構、多いでしょう」「はい」「それで公務員の世界は変わったのですか。これからもあなたのような立派な志しをもってこの大学に入って公務員になろうという人も多いでしょう。でも何も変わらないのではないでしょうか。そして、それはどんな立派な理由、崇高な理由であっても、未信者も持つことができる同じ理由ではないのか。あなたはクリスチャンでしょう」。何が違うのでしょう。勉強をおろそかに、仕事を適当にという話ではありません。この本当の理由が分かれば他の人より10倍以上頑張るようになります。しかし、それと理由が違うのとは違います。その人が言葉に詰まりました。それで牧師が言いました。「私がもしあなただったら行政学を学んで公務員の世界に入るのですが、それは行政学によって公務員の世界を変えるということではなく、それではだめだということをお証しするために。だから、イエス・キリストの他には日本の国に希望はありません。このお証しのためにその勉強をする。これがクリスチャンではないのか。お医者さんになるにしても学者になるにしても経済家になるにしても学校の教師になるにしても同じです。これが実はクリスチャンの信仰の最後のまとめであるし宣言です。これがないとその前の信仰の内容は、ありがたいのでしょうが本物とは言えません。今現在、足りないところがあり問題があり立場が険しいところにいらっしゃったり、ときには周りから無視される立場、状況の人であっても構いません。この宣言ができれば。キリストだけが私たちの希望です。私はイエスの霊が宿っている神の子どもです。この世はキリストの他には希望がありません。だから、私が存在する理由は、どこにいるクリスチャンでも、どんな仕事をしているクリスチャンでも、何歳なのかも関係なく、私が存在する理由は、この世にキリストしか希望がないこの世に、キリストを伝えて神の国を建てることが私の生きる理由だと毎日宣言するようにならないといけません。出勤の前に、今日の出勤がこのためにあるものなのだ。学校に行く前に今日の学校の勉強がこのためにあるものなのだ。つまり、伝道そのものを存在の理由に皆さんの人生を整理し祈りを整理しないといけません。そして、どこから始めればいいのかというと、無理しなくても結構です。クリスチャンであるならだれでも、今許されている現実、現場があるでしょう。そこが厳しい現場かもしれません。そういうことは一切関係ありません。嫌な現場かもしれません。ときには入院して病室にいるかもしれません。どこででもそこが現場です。なぜ入院したのでしょうか。そこでキリストを伝えて神の国を建てるために入院したのです。貧しいのでしょうか。キリストをお証しをして神の国を建てるために今貧しいのです。そこをよく吟味して考えないといけません。だから、文句を言う理由などありません。どんな現実であれ、どんな現場でどんな状況であれ、それをそのまま受け入れてそこから始めてください。信徒ならだれでも大丈夫です。柳先生が無人島は無理と言ったのですが、無人島でも祈りはできます。なぜ無人島にいるのか。宣言です。この世にキリストを伝えて神の国を建てるためです。これが毎日です。そして、何かがあるたびに。
　そして、最後にそのときに初めて私たちには、クリスチャンとしての倫理、道徳などが理解できます。その時までの道徳は昔のものです。律法です。この伝道、存在の理由である伝道のゆえに様子を見て導かれることをクリスチャンの倫理と言います。ときには我慢したり、ときには正しくなくても正しいという場合もあるし譲ったり、全部がこの伝道を中心にして伝道のためです。だから、クリスチャンの正しい倫理観を持つようになります。周りから見ると変だなと思われるときもあるかもしれませんが構いません。クリスチャンの倫理があるわけです。クリスチャンの倫理は、すべてを伝道のためです。ある牧師が言いました。キリストを持っている人は全員宣教師であり、キリストのない人は全員宣教の対象なのだと。ただの日曜日のメッセージとして聞かずに、クリスチャンとしての人生の宣言にしないといけません。しかもこれを実践しないといけません。毎日、すべてのことにおいてこれを宣言してください。
祈り)

恵み深い天の父なる神様。罪によって神様から離れ、そして、世の流れに従い生きる理由を失い、また、間違って、死を恐れずに生きるために精一杯汗をかいていた私たちを召して、キリストによって救い出して尊い神の子どもに回復してくださり、生きる理由を神の栄光、福音宣教と明確に教えてくださりありがとうございます。今までの生きる理由から脱皮して、そのすべてを捨てて、改めて神から与えられているこの理由だけを存在の理由にして、毎日告白しながら神が備えていらっしゃる本物の答えの主人公になるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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